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第４回環境研究機関連絡会成果発表会「広がる環境研究フロンティア」

環境問題はその内容自体がいろいろな分野にま

たがっているので、それぞれの専門領域の中にと

どまらず、さまざまな視点を集めて研究を進めな

ければなりません。また、環境研究に関する多様

なニーズに応え、効果的あるいは効率的に研究を

進めてゆくためには、様々な研究領域の研究者が

共通の情報交換の場を設けて、より一層の連携・

協力を緊密に行ってゆくことが必要となります。

このような考えのもと、環境関係の12の国立・独

立行政法人の研究機関（表）が集まって構成され

たのが「環境研究機関連絡会」で、研究機関同士の

情報交換や連携の密接化を図るために活動してい

ます。

同連絡会では、現在問題となっている環境諸問

題の解決に向けて各研究機関が行っている研究を

広く一般市民の皆さんに紹介するとともに情報や

意見の交換を行うため、「成果発表会」を開催して

おります。第4回となる今年は、「広がる環境研究

フロンティア」と題して11月28日（火）、つくば

国際会議場（エポカルつくば）で開催されました。

今年の成果発表会は「広がる環境研究フロンティ

ア」と題され、「環境汚染から守る技術を開発す

る」「環境が持つ機能を理解する」「環境を予測・

モデル化する」「地球温暖化の現象を解明し対策を

考える」の4部構成で11トピックの講演が行われ

ました。農業環境技術研究所からは、「環境汚染か

ら守る技術を開発する」のパートの中で、小野信

一土壌環境研究領域長が「化学的洗浄法とファイト

レメディエーションによるカドミウム汚染土壌の

修復」の講演を行いました。具体的には、農産物

のカドミウム基準値が引き下げられたことにより、

わが国でも農産物のカドミウム汚染低減のための

対策技術が早急に求められていることに呼応して、

当所で開発された2つの技術、すなわち薬剤を用

いて土壌からカドミウムを洗い流す化学洗浄法と、

植物に土壌中のカドミウムを吸収させるファイト

レメディエーション技術について紹介いたしまし

た（写真）。

今年の成果発表会では123名の来場者があり、

各講演について活発な討議がなされましたが、や

はり今回も各研究機関関係者の出席が多く、残念

ながら、必ずしもたくさんの一般の方々に来てい

ただいたという訳ではありませんでした。そこで

次回は、より広く一般の方々に来てもらうために、

東京での開催も視野に入れ準備をしていくことに

なっております。

（企画戦略室　齋藤　貴之）

表：環境研究機関連絡会の参加機関
（平成18年11月現在）

独立行政法人防災科学技術研究所

独立行政法人物質・材料研究機構

独立行政法人農業環境技術研究所　

独立行政法人森林総合研究所

独立行政法人水産総合研究センター

独立行政法人産業技術総合研究所

国土交通省気象庁気象研究所

国土交通省国土技術政策総合研究所

独立行政法人建築研究所

独立行政法人港湾空港技術研究所

独立行政法人土木研究所

独立行政法人国立環境研究所

写真：講演を行う小野信一土壌環境研究領域長
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